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近年，○○○○○○○○の影響による○○○○○○○○が全国各地で問題になっている．○○○○○○…………（段落先頭は全角1文字インデント）
本研究は，…………




材料と方法
1．○○○○
試験には…………を供試し，…………（段落先頭は全角1文字インデント）
各図表の挿入位置目安を右余白にテキストボックスで示す
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結果
1．○○○○
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（図表の説明は改ページして始める）


図表の説明
第1図　○○○○．
エラーバーは標準誤差（n=3）を示す．*は同一調査日で試験区間に5％水準の有意差があることを示す（Tukey法，n=4）．



（1行空ける）
第1表　○○○○．
○○○は○○○を示す．○○率は逆正弦変換後に分散分析した．†，*，**はそれぞれ10％，5％，1％水準で有意であることを示す．nsは有意ではないことを示す．



（1行空ける）
第2表　○○○○．
同一年次の異なる英文字間に5％水準の有意差あり（t検定）．



（図表ページは改ページして始める）


第1図を貼り付ける
・図の目盛線は図の内向きとするのが基本
・図中文字は明朝系フォントが基本（ゴシックやイタリックなどにする場合はフォント指定し，赤字にする）
・投稿時は図の解像度は校閲に支障がない程度で良い
採択後は，ベクトルデータ形式の図（WindowsのOfficeソフトで作成したものなら、拡張メタファイルで貼り付ければ良い）が必要
・印刷時の文字の大きさに留意（1ポイント＝0.35 mmとして，印刷時に，図の文字・数字は4ポイント以上となるよう配慮する）
・モノクロ印刷とする場合，図・写真はモノクロのものを貼り付ける








第1図　○○○○．
図の説明，注も記載する（図表の説明のページの内容をコピペする）

余白に責任著者名，縮尺（％、2／3など，または片段，全段）の指定を記載し，カラー印刷の場合は「カラー」と記載する



第1表　○○○○．
第1表を貼り付ける
・表には横線のみ使い，縦線は原則として使わない
・図中文字は明朝系フォントが基本（ゴシックフォントなどとする場合はフォント指定し，赤字にする）
・印刷時の文字の大きさに留意（1ポイント＝0.35 mmとして，印刷時に，表中の文字・数字は5ポイント以上となるよう配慮する）





表の説明等も記載する（図表の説明のページの内容をコピペする）

余白に責任著者名，縮尺（％，2／3など，または片段，全段）の指定を記載し，カラー印刷の場合は「カラー」と記載する
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